韓国の生活保護・貧困学習会
主催；東海生活保護利用支援ネットワーク・連絡先　０５２－９１１－９２９０

派遣労働が日本より多く、格差が広がる韓国で、2000年に国民基礎生活保障法が施行されました。現在、食べれない国民が増えています。そんな韓国を学び、日本の貧困を考えます。

1 第1回学習会

	・日　程　　　平成21年12月2日(水)　　１８：３０～２０：３０

・場　所　　　愛知県司法書士会館　　　　　　3階　　会議室

・会　費　　　資料代　５００円

・内　容　　　「韓国の生活保護」　　　　　　　金　碩浩　　(日本福祉大学)
　　　　　　　　国民基礎生活保障法について

　　　　　「韓国の生存権保障制度」　　　　柘植　直也　（弁護士）

　　　　　　　　日弁連韓国調査より、保健社会研究院・貧困問題研究所・失業克服国民財団・韓国地域自活センター協会・住居権実現のための国民連合など

・その他　　　韓国の「貧困」視察旅行の日程、場所決め


2 第2回学習会

	・日　程　　　平成22年１月6日(水)　　１８：３０～２０：３０

・場　所　　　愛知県司法書士会館　　　　　3階　　会議室

・会　費　　　資料代　５００円

・内　容　　　「韓国の労働と貧困」　　　　　森　弘典　　(弁護士)

　　　　　　　　日弁連韓国調査より、韓国労働研究院・韓国経営者総協会・全国非正規職連帯会議など
　　　　　「韓国の貧困」　　　　　　　　小池　直人　（南区社会福祉事務所）

　　　　　　　　永久住宅（ソウル第１団地）と社会福祉館・消されたテント村＝ポイ洞地区・ソウルのチョッパン（ドヤ）など
　　　　　「韓国の貧困・補足」　　　　　金　碩浩　　(日本福祉大学)


3 韓国の「貧困」視察旅行

	・日　程　　　平成22年３月頃（２～３泊を予定）

・場　所　　　希望地・内容を検討

・費　用　　　未　定　(格安ツアーを利用)

・通　訳　　　金　碩浩　　(日本福祉大学)　　　　　　　


